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第3回ＮＤＢオープンデータの公表について
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第4回ＮＤＢオープンデータの作成の考え方とスケジュール

○平成29年度のレセプト情報・平成28年度の特定健診情報を集計対象とする

○第３回ＮＤＢオープンデータと同一の項目は定型的に集計表を作成する

○集計要望を受け付け、それを踏まえた上で集計表を作成する予定

作業項目 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

１ 定型部分の集計表作成

２ 集計要望の把握・まとめ

３ 集計要望にもとづく集計表作成

４ 解説編・グラフ等の作成

５ 公表に向けた調整・公表

作成の考え方

次回以降にむけ、要望を受付

平成30年度 平成31年度



第3回NDBオープンデータ︓集計の対象①

 公表データ︓ ①医科診療報酬点数表項⽬、②⻭科診療報酬点数表項⽬、③⻭科傷病、

④薬剤データ、⑤特定保険医療材料、⑥特定健診検査項⽬、⑦特定健診質問票項⽬

 対象期間 ︓ ①〜⑤︓平成28年4⽉〜平成29年3⽉診療分
⑥〜⑦︓平成27年度実施分

 公表項目 ︓ ①︓A（初・再診料、初・再診料（加算）、⼊院基本料、⼊院基本料（加算）、

⼊院基本料等加算、⼊院基本料等加算（加算）、特定⼊院料、

特定⼊院料（加算）、短期滞在⼿術等基本料）、
B（医学管理等、医学管理等（加算））、

C（在宅医療、在宅療養指導管理材料加算、在宅医療（加算））、

D（検査、検査（加算））、E（画像診断、画像診断（加算））、

Ｆ（投薬、投薬（加算））、Ｇ（注射、注射（加算））、

H（リハビリテーション、リハビリテーション（加算））、

I（精神科専⾨療法、精神科専⾨療法（加算））、

J（処置、処置医療機器等加算、処置（加算））、

K（⼿術、輸⾎、⼿術医療機器等加算、⼿術（加算） ）
L（麻酔、麻酔（加算））、M（放射線治療、放射線治療（加算））、

N（病理診断、病理診断（加算））

データの対象・項目等

参考



第3回NDBオープンデータ︓集計の対象②

 公表項目 ︓ ②︓A（初・再診料）、B（医学管理等）、C（在宅医療）、Ｄ（検査）、

Ｅ（画像診断）、Ｆ（投薬）、Ｇ（注射）、Ｈ（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ）、

Ｉ（処置）、Ｊ（⼿術、輸⾎）、Ｋ（⿇酔）、Ｌ（放射線治療）、

Ｍ（⻭冠修復及び欠損補綴）、Ｎ（⻭科矯正）、Ｏ（病理診断）

③︓「う蝕」、「⻭周病」、「喪失⻭」
④︓「内服」、 「外用」、 「注射」それぞれにつき、「外来院内」、「外来院外」、「入院」

ごとに、薬価収載の基準単位に基づき、薬効分類別に処方数の上位100位を紹介
⑤︓「医科材料（在宅医療）」、

「医科材料（検査、画像診断、投薬、注射、処置、⼿術、⿇酔、放射線治療）」、
「医科材料（フィルム）」、 「⻭科（注射）」、
「⻭科（投薬、処置、⼿術、⿇酔、放射線）」、
「⻭科（⻭冠修復及び⽋損補綴）」、「⻭科（⻭科矯正）」、 「調剤材料」、
「その他材料」

⑥︓「BMI」、 「腹囲」、 「空腹時血糖」、 「HbA1c」、 「収縮期血圧」、 「拡張期血圧」、
「中性脂肪」、 「HDLコレステロール」、 「LDLコレステロール」、 「AST」、 「ALT」、
「γ-GT」、 「貧⾎検査」、「眼底検査」、「尿蛋⽩」、「尿糖」

⑦︓「標準的な質問票１〜２２」

データの対象・項目等

参考



第3回NDBオープンデータ︓公表形式と公表物

 集計対象①〜⑦に対し集計表を作成し、また⼀部項⽬はグラフを作成する。

 集計対象①〜⑤の集計表では「都道府県別」および「性・年齢別」の集計を、⑥、⑦の集計表では「都道
府県別／性・年齢別」のクロス集計を⾏う。

 集計対象①の集計表では⼀部の診療⾏為に対し「都道府県別／性・年齢別」のクロス集計を⾏う。

 グラフでは「都道府県別」の記載を⾏う。

公表形式

 「データ編」では集計表を厚⽣労働省ホームページで公表する。

 「解説編」では、「データ編」で取り上げた集計表について、項⽬や留意事項の解説を⾏っている。また、算
定回数の多い代表的な項目について、都道府県別の算定回数をグラフに示し、それぞれの項目について簡
単な説明を附記している。

「データ編」と「解説編」の公表

参考


